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1. はじめに 
近年の医師不足や医療業務の負担増から，コメ

ディカル（看護師・薬剤師・歯科衛生士・理学療

法士・作業療法士などの医師・歯科医師以外の医

療従事者の総称）養成校は，限られた時間のなか

で教育を行い，学生を国家試験に合格させ，コン

スタントに医療機関に供給していかなければなら

ない。 
このような状況において，イーラーニングシス

テムは，様々な高等教育機関において教育実践の

ツールとして利用されている（また，moodle な
どのオープンソースソフトや市販のイーラーニン

グソフトも配布されている）が，コメディカル養

成校においては，特に，国家試験対策に利用され

ている場合が多く見受けられる。イーラーニング

システムは，システム構築に多額の開発費や維持

管理費を要するが，第一筆者らの研究グループは，

1998年と1999年に看護師国家試験自主学習支援
ソフト，1999年に臨床検査技師国家試験自主学習
支援ソフトを開発[1][2]し，教育実践で使用してき
た。 
今回，筆者らの教育経験とソフトウェア開発の

経験を踏まえ，現在の国家試験の傾向に合わせた

臨床検査技師国家試験対策のための自主学習ソフ

トウェアを開発した。本稿では，提案したソフト

ウェアを利用した結果，国家試験結果にどのよう

な結果を及ぼしたか検証する。 
 
2. 臨床検査技師養成校における国試対策自主
学習ソフトの開発 

2.1 国試対策自主学習ソフトの概要と操作性能 
CAI（Computer Assisted Instruction）開発にお

いて，教育学の学問領域から支持するのは，オペ

ラント条件付けを応用したスキナーのプログラム

学習やブルームの完全習得学習（マスタリーラー

ニング）である。コメディカルにおける国家試験

対策は，学生の自主的な学習に負うところが大き

く，様々な学習を支援するラーニングシステムが

開発されているが，開発費や維持管理に要する費

用やシステムに所蔵される問題数が少ないなどの

問題点があったが，本ソフトウェアは 1999 年に
開発した臨床検査技師国家試験自主学習支援ソフ

トに改良を加えたイーラーニングシステムである。 
  本研究において開発したプログラムの主な特徴

は以下の通りである。 
l 用のサーバを用意する必要はない。 
l プラットフォームに Access を利用している
ことから，Accessがインストールされてさえ
いれば利用可能である（Windows7 や
Windows8 には Access のランタイム版が含
まれているので，購入する必要はない）。 

l Access もしくは類似ソフトを使用したこと
があれば, 誰でも使用可能（高いスキルはス
キルレベル必要ない）。 

l パソコンへのインストールや設定が容易であ
る。 

l 基本システムを構築しておけば，軽微なメン
テナンスで長期間の使用が可能である（日付, 
曜日と教員の入れ替わりだけ気をつければ良

い）。 
l システムを利用する教員が国家試験問題や模
擬試験問題を随時入力することで，最新の問

題が含まれたソフトウェアの作成が可能であ

る（国家試験問題は厚生労働省がホームペー

ジ上で公開しており，自学習で使用する場合

は問題ない。模擬試験も同様である）。 
l 本ソフトウェアには，国家試験問題の正解率
が記録されており，学生の能力に合わせて難

易度別に出題が可能である。 
 
2.2  国試対策自主学習ソフトウェアの仕様 
  本ソフトウェアを使った学習は，(1)個人情報入
力，(2)国家試験出題年の選択または試験の選択，
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(3)学習（模擬試験の実施），(4)学習結果集計，の
順に進められる。 
  本ソフトウェアの主な仕様と特長は，以下の通
りである。 
l プラットフォームに Access を使用している
ことから，学習管理のためのファイルが学習

者毎にひとつ作成されている。 
l Access さえ使うことができる環境があ
れば，学習者はいつでもどこでも学習を

進めることができる。 
学習者は，個人情報を登録することによって，

学習者のデータをまとめることでき，インタ

ーネットを介して教員に学習情報を送信す

ることができる。 
l 一問一答式である。 

l 各年の国家試験（過去問題）だけを勉強する
ことができる。 
l 例えば臨床化学や臨床生理学など，学習
者が学習したい科目を自由に選択するこ

とができる。 
l 学習後に解答や正解率を確認することができ，
学習者毎の個別成績の確認が可能。 

 
3. 本ソフトウェアと国家試験に及ぼす影響 
3.1 国家試験の概要 
臨床検査技師養成校の授業では，国家試験直前まで授業が行

われているので，国家試験対策は1～2年で学習し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
Fig.1	
 自主学習ソフトを使った学習の流れ 
 
た科目，試験直前に学習した科目，さらには統合

的な問題も重要となる。 
臨床検査技師国家試験は，午前午後共2時間30

分の試験時間で，各 200 問が出題され，120 問
（60%）以上の正解で合格となるが，出題範囲は
広範囲に及ぶ。1 つの問題に対して五者択一問題

や五者択二問題であり，瞬時に正解を判断する必

要がある。 
を問う問題であるが，受験者にとっては膨大な

専門知識の蓄積が必要となる。しかし，スケジュ

ール的に国家試験対策に割くことができる時間は

多くない。そこで効率的な勉強法が求められる。 
本文は10ポイントのフォントを用い，可能な限り2段
組で書いて下さい。各章の見出しは，少し大きめの 11
ポイントのゴシック，その次のレベルの見出しは 10.5
ポイントで目立つように書いて下さい。 
章立ては「1.はじめに」で始め，適切な章を設け，最

後は「○.おわりに」として下さい。なお，「参考文献」
も必要に応じて付けて下さい。  
 
4. 結論 
	
 本稿では国試対策自主学習ソフトを開発した。

本ソフトウェアは，Accessさえあれば自由自在に

カスタマイズすることができる。また，Windows7

やWindows8がインストールされていれば，新たに

Accessを購入する必要もない。	
 

学生が使いやすいように設計されたインタフェ

イスを備え，基本的なICTリテラシーを身につけ

ていれば，誰でも使いこなすことができる。また，

本ソフトウェアはこれまでの国家試験問題と模擬

試験問題などを装備しており，ノートパソコンな

どにインストールしてあれば，紙媒体よりも持ち

運びに便利であるうえに，ゲーム感覚で学習に取

り組むことができるのではないだろうか。	
 

今後の研究課題としては，学習画面に出題内容

が掲載されているテキストのページ番号を記載す

るなどの改良を行っていきたい。また各授業の予

習復習問題にも採用して行きたい。 
医療現場では，コメディカルが不足しており，

効率良く養成していかなければ，日本の医療シス

テムが破綻してしまう恐れがある。その意味でも，

本ソフトウェアは，国家試験対策のツールとして

の貢献度は高いように思われる。 
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